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令和６年度武蔵野市すくすく泉事業有識者懇談会 

 

◯日  時 令和７年３月 10日（月） 午前 10時～午前 11時 26分 

 

◯場  所 武蔵野市役所 802会議室 

 

○出席委員 勝又委員長、箕輪委員、吉田委員、松田委員、鵜川委員、藤野委員 

 

○事 務 局 子ども家庭支援センター担当課長、子ども育成課長、健康課地域保健調整担

当課長、子ども協会事務局事業課長 

 

 

１ 開会 

【事務局】 

 皆さん、こんにちは。開会に先立ちまして、事務的なご説明だけ先にさせていただけれ

ばと思います。 

 まず、この委員会の事務局を務めます子ども子育て支援課子ども家庭支援センター担当

課長、石川と申します。よろしくお願いいたします。 

 初めに、本日の会議ですが、記録用に録音をさせていただいております。あらかじめご

了承をお願いいたします。 

 また、本日オンライン参加の委員が１名いらっしゃいます。本会議の様子は、会議前方

のカメラと、音声は中央のスピーカーでお届けしております。 

 それでは、会議の前に、配付資料についてご確認をさせていただきます。 

≪資料確認≫ 

【事務局】 

 それでは、すくすく泉事業有識者懇談会を進めさせていただければと思います。 

 本懇談会につきましては、令和５年４月に武蔵野市すくすく泉事業実施要綱を改正いた

しまして、すくすく泉事業採択・評価委員会を、有識者懇談会と事業採択・評価庁内委員

会に再編いたしました。再編の経緯といたしましては、地方自治法の規定に基づく附属機

関と意見聴取及び助言を求める等の場である懇談会等の取り扱いを整理するためでござい
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ます。 

 本会議におきましては、すくすく泉の事業について、円滑な事業運営の助言を求めるた

めの懇談会と位置づけまして、この懇談会の意見を踏まえた上で、庁内の関係者で構成さ

れる事業採択・評価庁内委員会にて市としての事業評価を決定する流れとなっております。

本懇談会の委員の皆様におかれましては、各専門的な立場からの闊達な意見交換をお願い

できればと考えております。 

 委員長につきましては、武蔵野市すくすく泉事業実施要綱第７条に基づき、子ども家庭

部長を充てることとなっております。 

 それでは、以降の進行につきましては、勝又委員長にお願いいたします。委員長、よろ

しくお願いいたします。 

【勝又委員長】 

 皆様、おはようございます。委員長を務めさせていただきます子ども家庭部長、勝又で

す。日ごろから武蔵野市の様々な子育て支援施策にご協力いただきまして、ありがとうご

ざいます。 

 それでは、議事を進行させていただきます。お手元にお配りしております次第に基づい

て議事を進めてまいります。進行表もお配りしておりますが、最終的には 11 時半閉会と

いうことで進めていきたいと思っております。 

 会を始める前に、まず、委員の皆様から名簿順に自己紹介をしていただきたいと思って

おります。申しわけございませんが、お配りしております資料１の委員名簿の上から順に、

箕輪先生からよろしくお願いいたします。 

【箕輪委員】 

 おはようございます。武蔵野大学の箕輪です。どうぞよろしくお願いいたします。 

【吉田委員】 

 東京学芸大学の吉田と申します。遅れてしまい、申しわけございませんでした。よろし

くお願いいたします。 

【藤野委員】 

 武蔵野市の主任児童委員をしております藤野久美子と申します。よろしくお願いいたし

ます。 

【鵜川委員】 

 公認会計士の鵜川と申します。よろしくお願いいたします。 
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【松田委員】 

 せたがや子育てネットの松田と申します。よろしくお願いします。 

 

２ 議事 

 ・令和６年度すくすく泉事業実績（見込）について 

 ・令和７年度すくすく泉事業計画（案）について 

【勝又委員長】 

 それでは、議事に入ってまいります。「令和６年度すくすく泉事業実績（見込）につい

て」、「令和７年度すくすく泉事業計画（案）について」でございます。 

 まずは、事務局から説明をお願いいたします。 

【事務局】 

 それでは、審議の進め方についてご説明いたします。次第の進行表をご覧ください。 

 これから事務局より令和６年度の補助金の執行状況及び令和７年度の収支計画について

ご説明いたします。その後、いずみの会が会議に参加いたします。施設長ほか団体の皆様

に自己紹介をしていただいた後、本題に入ります。 

 まず、団体から資料２～４により「令和６年度事業実績の概要」、資料５～６により

「令和７年度事業計画の概要」を説明していただきます。また、委員の皆様にいただいた

質問につきましては、メールでお送りいたしました資料７「委員事前質問一覧表」のとお

り、既に団体より回答をさせていただいておりますので、本日の説明は省略とさせていた

だいております。 

 その後、各委員の方々から団体に対して質疑を行っていただきます。質疑は 11時 10分

ごろまでを予定しております。質疑の後、団体は退席いたします。 

 団体が退席した後、各委員からご意見をいただきます。いただいたご意見を踏まえ、当

会議終了後に開催される武蔵野市すくすく泉事業採択・評価庁内委員会で、市としての事

業採択・評価を行います。 

 それでは、令和６年度の補助金等の執行状況についてご説明いたします。資料４「令和

６年度すくすく泉事業資金収支決算書（見込）」をご覧ください。 

 １枚めくっていただいて、３ページ目の「令和６年度活動計算書（見込）の費用細目」

をご覧いただければと思います。 

 すくすく泉事業は、小規模保育事業、一時預かり事業、ひろば事業と３つございます。 
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 字が細かくて見づらいかと思いますが、まず、小規模保育事業です。全体の収入ですが、

経常収入計が 4,058 万 6,680 円です。続きまして、支出です。一番下のほうになりますが、

経常費用総計をご覧ください。こちらが 3,871万 5,875円です。収支差額は 187万 805円

を見込んでおります。 

 続きまして、一時預かり事業をご覧ください。経常収入計ですが、1,739 万 9,730 円で

す。支出は下に行っていただきまして、経常費用総計ですが、1,721万 1,876円です。 

 続きまして、ひろば事業につきましては、経常収入計が 1,481 万 8,000 円です。経常費

用総計は下のほうに行っていただきまして、1,300 万 1,210 円です。収支差額は 181 万

6,790円を見込んでおります。 

 ひろば事業については、次年度の運転資金の 100万円につきましては、一旦、次年度、

繰り越しという形にしておりますので、残りの 81 万 6,790 円を市に返還する見込みとな

っております。 

 続きまして、資料６をご覧ください。「令和７年度すくすく泉事業資金収支決算書（予

算案）」と表記されている資料でございます。 

 ３枚目の「令和７年度活動計算書（予算案）の費用細目」をご覧いただければと思いま

す。 

 まず、小規模保育事業ですが、経常収益計につきましては 4,455万 6,990 円です。それ

に対応しまして、経常費用総計につきましても同額の 4,455 万 6,990 円となっております。 

 一時預かり事業につきまして、経常収益計が 1,628万 8,730 円になっております。経常

費用総計につきましては、下のほうに行っていただきまして、1,618 万 3,590 円で、10 万

5,140円残額の予定です。 

 ひろば事業につきましては、経常収益計が 1,486 万 7,000 円になっております。経常費

用総計が1,351万1,550円となっており、経常収益の残額といたしまして、135万5,450円

を予定しているところでございます。 

 事務局からの説明は以上でございます。 

【勝又委員長】 

 事務局からの説明が終わりました。 

 令和６年度の決算及び令和７年度の予算につきましては、団体のほうからも詳細説明が

ありますので、もしご質問があれば、その中でご質問いただければと思います。 

 それでは、いずみの会の方に入場していただきますので、ご案内をお願いいたします。 
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＜いずみの会入室＞ 

【勝又委員長】 

 おはようございます。それでは、これから団体のヒアリングを行いたいと思います。 

 まず初めに、いずみの会の方、今日ご出席の方の自己紹介を簡単にお願いできますでし

ょうか。 

【いずみの会（上田）】 

 すくすく泉施設長の上田ジュンコと申します。よろしくお願いいたします。 

【いずみの会（大槻）】 

 今年度より保育園の施設長をしています大槻といいます。よろしくお願いします。 

【いずみの会（近藤）】 

 おはようございます。ＮＰＯいずみの会代表の近藤和義でございます。よろしくお願い

いたします。 

【いずみの会（種田）】 

 同じくいずみの会の種田と申します。よろしくお願いいたします。 

【勝又委員長】 

 それでは、早速ですけれども、提出をいただいております資料２から資料６までの説明

をお願いしたいと思っております。この後、質疑応答の時間がございますので、説明につ

いては簡潔にお願いをいたします。なお、資料７の「委員事前質問一覧表」につきまして

は、ご記入いただいたものを既にいただいておりますので、こちらについての説明は割愛

していただいて結構でございます。 

 それでは、説明をお願いいたします。 

【いずみの会（上田）】 

 よろしくお願いいたします。では、まず、「令和６年度実績報告」からお話ししたいと

思います。資料をお読みいただいていると思いますので、特に新しく試みたこと、また補

足のある部分を中心にお話しさせていただきたいと思います。 

 「事業名称」、「事業理念」については変わりません。 

 「事業内容」についてです。 

 まず、ひろばです。ひろばについては、大きな変更はなく、子育て支援拠点として日常

の安心な居場所として、また敷居の低い相談の機関として、地域の入り口としての役割を

果たしてきました。 
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 一時預かりについては、令和５年度後期から体制をとった一般型に加えて、令和６年度

４月からは「多様な他者との関わりの機会の創出事業」を始めました。すくすく泉では、

「はーとぷらん」と名前をつけて、幼稚園、保育園などに通っていない２歳児までを対象

に、毎週決まった曜日の決まった時間に預かりをするという定期利用枠で、最長６カ月の

利用ができます。また、申し込みをすれば、その後も継続可能です。月曜日から金曜日に

各曜日１～２名の受け入れをしました。 

【いずみの会（大槻）】 

 小規模保育です。資料はほとんど去年度と変わらずに、補足するところもありません。 

【いずみの会（上田）】 

 次の「事業効果・波及効果」についてです。 

 ひろばです。プログラムを前年から大きく変えたことはなかったのですが、その中でも

新しい試みとして加えたのが、土曜日の育児参加を促すプログラム「Tomony」で行った

「パパの栄養講座」です。薬剤師で「食と健康の学問所」という教室を開いている講師の

方に来ていただきまして、守るべき家族を持ったパパたちに、自分の健康と食について目

を向けてもらいたいということと、栄養の基礎を知ることで、子どもの食にも関心を持っ

てもらいたいということをテーマに行いました。ゲーム形式を加えたりして、楽しい会に

なったと思います。参加者のパートナーに後日聞いたところ、ベジファーストで食べてい

たとか、健康にいいオイルを早速買ってきたとか、そのように速効性があったというお話

を聞きました。 

 もう一つは、これも食ですが、助産師さんと栄養士さんの企画で、完了食以降、離乳食

が終わった後に何を食べさせたらいいかわからないという声、悩みに答える講座で、大人

の御飯から取り分けるコツを、実際に保護者の方に、自分が食べたいお弁当を買ってきて

もらって、その場で取り分けて子どもに食べさせるというランチ会形式で講座を行いまし

た。「食が細い」、「食べるものに興味がない」と言っていたお子さんが目の前でパクパク

食べていたり、いつまでもやわらかいものばかりで次に進むタイミングがわからないとお

っしゃっていた親子がいたんですが、いきなりちくわを手づかみで食べ始めたり、それを

栄養士さんと助産師さんがいて、これでいいんだということを言ってくださって、すごく

安心したという参加者など、全員大満足の講座でした。 

 また、中町集会所で、私たち出張で「親子ひろば」に行っています。「こらぼのコミセ

ン親子ひろば」というのですが、コロナで予約制になってから、予約制が解除されても、
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参加人数がなかなか戻らない。以前は、こらぼのに参加してから、すくすく泉を知っても

らって、「常設のひろばがあるんだよ」という形で紹介するパターンが多かったのですけ

れども、今は逆にすくすく泉に来ている方に「こらぼのがありますよ」というふうにお誘

いするみたいなことが多くなっていました。 

 今年度はしっかり担当者をつけて少し周知することに力を入れていこうということで、

チラシをつくったり、ヨガとか、ハンドトリートメントとか、お母さんが集まりそうな企

画をして、１回来てもらって、場所を知ってもらったりというようなことをしてきました。

その効果か、後半は参加人数が少しずつ増えてきていて、終わった後の参加者同士のラン

チ会をコロナ前は毎回やっていたんですけれども、それが少し復活してきて、何回か実現

することができました。これは来年度も引き続き工夫をしていきたいと思っています。 

 一時預かりです。一時預かりは、４月よりコロナ前の預かり人数の同時間帯に５人とい

うところに戻しました。全体として一時預かりはヘビーユーザーが増えている印象です。

特に先ほどお話しした定期利用枠というのは、本当に予約開始 30 分ぐらいで全部埋まっ

てしまうみたいな勢いで、「家族総出で電話をかけました」とか、「とれなかった」と言っ

て嘆く方とか、これはすごく人気があり、ニーズがあるんだなと実感しています。 

 また、私たちは、一時預かりのスタッフとして、よりよい一時預かりをするためにとい

うことで、今回保育室に３名が３日間、実習で入って、「子ども主体の保育」を学びまし

た。もともとスタッフは常勤が２人、ヘルプで保育室に入ったりしていたんですけれども、

合わせて５名が保育室を経験して、一時預かりに生かしていこうとしています。機会があ

れば、今後もほかのスタッフに保育室で保育を学んでもらいたいなと思っています。 

【いずみの会（大槻）】 

 保育です。今年度より 10名から 11名へ１名増の定員にしました。報告があるように、

７月までは 11 名そろうことがなかなか難しい状況でした。当初はゼロ歳児１名の定員予

定でスタートしていましたが、途中、保育見学者の様子や月の入所状況を見ながら、年齢

募集を変えたりしていったことで、そろうことができてよかったです。 

 今年度より、今までもやっていたんですけど、保育への参加、保育士体験という形で、

保護者の方が保育士さんになって保育園に参加してもらいました。保育士体験をやって、

保護者の方から好意的なアンケートがたくさんありました。半日だったんですけど、実際、

保育士さんになってもらって、自分の子ども以外の子と、遊びだけではなく着がえのお手

伝いとか、どのように声をかけていくかなどをやってもらいました。保護者の方は、実際
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に私たちと同じ仕事をして気づくことがたくさんあったようです。また私たちスタッフ側

も、ふだんなら送迎の姿しか見ていなかった保護者の一面が見られて、その後の信頼関係

がグッと強くなりました。来年度も予定をしています。 

 続いて、高齢者訪問のことをお話しさせていただきます。今年度は初めて高齢者施設訪

問をさせていただきました。４～５歳が訪問に行くことは、私も耳にしたり、実際やった

ことはあるんですが、乳幼児の訪問は私も初めてだったので、どうしようかなと思ってい

たんですけど、ただ小さい子がいるだけでも、高齢者の方が喜んでくださいました。子ど

もたちは、確かに自分たちのおじいちゃん・おばあちゃんたちよりもご年配の方なので、

最初はとても緊張していたんですけど、時間とともに慣れてきて、最後は「バイバイ」と

できたりして、いい機会がつくれたなと思いました。今月もまた予定をしています。 

【いずみの会（上田）】 

 次に、「達成目標に対する評価・反省」についてです。 

 ３事業のかかわりについては、先ほどお話ししたように、実習研修をお互いに行ったり、

保育の保護者対応について、ひろばからの意見を取り入れたり、また、小規模保育の保育

士がひろばのプログラムに参加したりと、今年度は今まで以上に部署の隔たりなく行き来

し、意見を交わしながら来られたと思っていて、それはすごくよかった点だと思います。 

 子育てひろばについては、利用者同士の支え合いを促してずっと来たんですけれども、

今年度も後半になるにつれ、みずから動ける利用者さんたちが増えて、温かい雰囲気がで

き上がっています。 

 そんな中での反省点としては、ある特定の親子にサポートが必要だと気づいてスタッフ

が対応しているときに、その他の親子から見て、その親子だけ特別扱いしているように見

えたり、排他的な場所だと感じられたりする可能性があるかもしれないということです。

せっかくひろばに来てくれたのに、不満足な気持ちを言えずに帰っていく方もいるかもし

れないので、それをテーマにひろばスタッフでミーティングを開いて、配慮すべき点など

を、共通認識を持って対応しようということになりました。 

 一時預かりについてです。外国籍の保護者に対する報告は、理解できたか丁寧に確認す

るようにということをしてきました。 

 また、配慮が必要なお子さんの特性というか、そのお子さんがどんなときにパニックに

なってしまうのかとか、どんな遊びだと集中して落ちついていられるのかとか、そういう

話をスタッフ間で共有しながら、何か子ども同士とかのトラブルに発展しないようにする
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ことなど、いろいろ話し合いながら、こういった方でも利用したいという方ができるだけ

利用ができるように、多様な子育てに対応できるように努力をしてきました。 

【いずみの会（大槻）】 

 保育です。今年度よりホームページをリニューアルしました。リニューアルをしたこと

で、保育の様子がより詳しく紹介でき、保育園見学者が去年度よりも多くなったことはよ

かったと思います。 

 また、常勤スタッフを途中から募集していたのですが、何人かはリニューアルをしたホ

ームページを見て来たという話もありました。 

 「令和７年度以降の見通し」のところと重複しているので、読んでいただけたらと思い

ます。 

 常勤スタッフが８月から休職に入り、新しいスタッフを募集しながら、ひろばの有資格

スタッフに応援に入ってもらいました。ひろばと保育室の相互理解が深まったこともよか

ったのですが、子どもも保育の応援に入っていないときにひろばスタッフに声をかけたり

する姿もあり、より安心していろいろな大人たちとのかかわりも多く見られました。 

【いずみの会（上田）】 

 地域とのつながりについてです。毎年行っている地域の催しへの参加を引き続き行った

のと、ボランティアさんも受け入れをしました。今年度は先ほど大槻から説明があったよ

うに、初めて高齢者のデイケアセンターに保育の子どもたちが遊びに行きました。それも

ほかのお祭りなどで知り合った地域の方からの紹介で行きました。地域の行事などは、声

をかけてもらったらなるべく参加するようにしています。 

 最後に、「令和７年度以降の見通し」についてです。 

 子育てひろばです。事業計画と重なりますので、簡単にお話ししますが、今年度スタッ

フの入れかわりがあり、来年度はその方たちが中心に活動し、今まで 10 年積み上げてき

たいい部分を土台にしながら、より今のニーズに合った子育て支援をしていけたらと思っ

ています。さらに、小中高生などとのかかわりを今よりも増やせたらと思っています。 

 一時預かりは、今までのひろばの加算事業としての親の傷病やレスパイトなどという親

目線の預かりから、より保育寄りの、子どもにとっての経験という目線が加わってきて、

その点に関して、私も含め、スタッフの意識改革も必要だと日々感じています。子ども、

特にうちは乳幼児が多いんですけれども、「乳幼児のための一時預かりって何だ」という

点がまだストンと落ちてないところが私自身もあって、何を求められているんだろうとい
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う部分を今後も勉強していきたいと思っています。 

【いずみの会（大槻）】 

 保育です。安定した定員確保をしていくために、ホームページだけではなく、さらにす

くすく泉の保育の特徴や内部の様子を外部にもっと知ってもらうような工夫を考えていき

たいと思っています。４月から新規採用常勤スタッフが加わり、今年度よりもシフトに余

裕を持てるはずですので、スタッフの園内研修やキャリアアップ研修、保育環境などの充

実を図っていきたいと思っています。そのほかは資料のとおりです。 

【いずみの会（上田）】 

 会計です。 

【いずみの会（種田）】 

 私から追加説明させていただきます。 

 令和５年度、それからその次の令和６年度に大きな変化があり、一時預かりが、一般型

一時預かりの認定を受けまして、東京都から 300万強の新しい補助金を得る事業として生

まれ変わったということです。それで令和６年度を迎えるに当たって予算を組んだのです

が、その時点では、これまでのひろば補助金と、一般型一時預かり補助金、それに加えて、

多様な他者との関わりの機会の創出事業補助金、新しい補助金を加えて当初の 1.6倍の資

金収入ができたんです。 

 我々は何が浮いたかといいますと、ここに上田がいますが、大槻が保育の管理責任者で

す。上田は一時預かりとひろばの管理責任者ですが、一時預かりに上田の人件費を払う負

担能力がないんです。そのために、総係り人件費の観点から、保育にも人件費の負担を求

めて、何とかかんとかやってきた状況だったのですが、収入面で 1.6倍に膨れ上がったこ

とで、上田の大半の人件費を一時預かりで賄うことができるようになった。 

 加えて、今まで常勤を採用することができませんでした。常勤を１名採用するという新

たな試みができて人件費を組んだのが令和６年の予算だったんです。 

 それでずっと進んできたんですが、市のほうから、ひろば事業と一時預かり事業の予算

を分けるようにというご指示を受けました。それが下期になるんですが、大急ぎで実行予

算、実績を全部組みかえまして、本来の形へまた戻す結果になってしまったんです。新し

く増えて全額持てた人件費が、そのままストンと持てなくなってしまったことが、資料４

にありますように、説明のつかない 600万円の差になってしまったのです。 

 ですから、今、予算と実績の見通しでは、ここにありますように 630万円、一時預かり
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の人件費が下がっております。ただ、これを細かく説明するのは非常に難しいんですけど、

ほとんど一時預かりで見ようと思った人件費が見られなくなってしまった分、予算未消化

という実態になったことだけを追加説明させていただければと思います。 

 それと、新年度を迎えまして、忘れてはいけないのが、ようやく人件費に余裕を持つこ

とができましたので、先ほども言いましたように、保育も常勤を１名追加しました。一時

預かりも、ひろば事業のほうも、常勤職員を採用しました。そういうことで、組織の安定

は過去にないものが生まれるなと思っています。ここを十分資金的に補完しながら、ひろ

ばというか、園の運営を支えていければいいと思っていますので、その辺をしっかり見守

っていきたいと思っているところでございます。 

【いずみの会（上田）】 

 では、引き続き令和７年度の事業計画に入りたいと思います。 

 「運営理念」については変わりませんので、お読みいただいたとおりです。 

 「令和７年度に力を入れて取り組みたいこと」です。 

 子育てひろば、一時預かり、一緒にお話しします。 

 令和７年度は「多様な子育てに届く支援を地域と共に」というテーマで、地域とのつな

がりを大切に、また、新しいつながりを増やすことを念頭に置いて活動しようと考えてい

ます。私たちだけではできない支援を、地域を含めて考えてできるようになるといいなと

思っています。 

 具体的に今進めていることの例としては、中学生と子育て世代のかかわりの機会を生み

出すということで、中学校のお祭り担当をしている方と今相談をして話し合っているとこ

ろです。そして、多様な子育てについては、特に一時預かりの利用のしおりの英語版を、

まず作成しましたので、これをホームページなどに掲載するようにします。様々な事情を

持つ保護者の方が安心して利用できるひろば、一時預かりになるように、スタッフの研修

も重ねていきたいと考えています。 

【いずみの会（大槻）】 

 保育です。これはずっとやっているんですが、子どもの午睡中に常勤・非常勤で毎日

10 分ミーティング、振り返りを行っています。一人ひとりの子どもたちの遊びやかかわ

り、様子などを話し合い、今どんなことが必要か、自分だったらどんなふうにかかわるか

などの話をしています。常勤・非常勤に関係なく疑問に思ったことや感じたことなど意見

を言うことで、一体感のあるチームをつくってきました。４月から子どもたちもかわり、
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また新しい常勤スタッフも加わるので、引き続きこの話し合いを大切にして保育に生かし

ていきたいと思います。 

 また、保護者との信頼関係を結ぶために、おたより帳だけではなく、保護者の方から気

軽に話せるように工夫をしていきたいと思っています。今年度はひろばのカフェコーナー

でお茶をしながら話したりすることもありました。引き続き令和７年度も保護者の気持ち

に寄り添いながら、日々の子どもたちの成長や保護者の悩み事など一緒に考えながら子育

てを支えていけるようにしていけたらと思っています。 

【いずみの会（上田）】 

 次に、中長期計画についてです。これについては特別大きな変更はなく、開所から 10

年たちまして、コロナで停滞してしまったことについても今は継続して充実させていって

いると思っています。特に昨年お話しさせていただきました運営体制の安定化と次世代へ

のつなぎという点ですけれども、今でももちろん課題ではありますが、保育も、園長がか

わって、新しい体制になって１年安定してきましたし、ひろば、一時預かりも、常勤スタ

ッフが追加されて、また仕事の効率化としてＩＣＴ化もできるところは進めてきています

ので、少しずつではありますが、将来に向けて進めていきたいと思っています。 

 次に、事業内容についてです。まず、子育てひろばからです。具体的なプログラムにつ

いてはたくさんありますので、資料をご覧いただくとして、特に今年度と変わる点につい

てお話しします。 

 週に２回行っていた発達支援プログラムの「すくすくプレイ」ですけれども、火曜日と

木曜日だったんですが、火曜日のほうを、以前行っていた「すくすくトーク」という形で

リニューアル復活させることにしました。子どもの発達についてみんなで話をするんです

けれども、保育室からいつも決まった保育士１名を参加させて、保育と同じような遊びや

歌とか絵本などと、今までの経験からの子どもの発達のエピソードなどを話してもらった

り、あと参加者の悩み相談に現役の保育士が答えていくなど、フリートークなんですけれ

ども、そういう時間をつくる予定です。 

 そして、この報告を出したときにはまだ決まっていなかったので、記載できていないん

ですが、月に１度みんなで子どもの歌を歌ってレパートリーを増やそうという「らららレ

ッスン」という時間をつくります。利用者からの声で、テレビでやっているような最近の

歌は歌えるけれども、昔から定番の子どもの歌を忘れてしまった。いざ歌おうと思ったら、

歌詞も忘れてしまっていて、教えてほしいという声が上がっていたのです。毎月ピアノの
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先生に来てもらって、ストレッチとか発声をして、１～２曲をみんなで真剣に歌おう。そ

うやってレパートリーを増やしていこうというちょっと楽しいプログラムが始まります。 

 もう一つは、土曜日の「Tomony」の枠ですが、星山麻木先生のところで、コーディネー

ターの資格を取った方に講師で来てもらって、「虹色なこどもたち」のワークショップを

やっていたただこうということを予定しています。障害のあるなしで判断するのではなく、

人はみんな特性を持っているんだ。それぞれの特性の秀でたところを育てていこうという

テーマです。早いうちから子どもの特性の受け入れを保護者もしやすくしていこうという

内容になる予定です。 

 あと、一時預かりですが、引き続き丁寧な一時預かりの継続をします。特に定期利用の

「はーとぷらん」は、毎月保護者面談をして記録をつけているんですけれども、さらに、

できるだけ同じスタッフが担当するようにシフトを組んで、保護者がより相談しやすいよ

うにしていきたいと思っています。 

【いずみの会（大槻）】 

 保育です。新規採用常勤を加えて、さらに安定した保育体制の中で、非常勤はもちろん、

ひろば、一時預かりスタッフとも声をかけ合って、すくすく泉全体のよいチームワークで

子どもたちを見守り、保護者の信頼を得る保育をしていきたいと思っています。 

 また、大人主導ではない保育をなるべく生かしていくために、室内遊びに加えて、隣接

しているすくすく泉公園で、じっくりと子どもたちが遊べる時間を確保していきたいと思

います。この公園に遊びに来る近隣の園の大きな子どもたちの遊びを見たり、まねしよう

とする姿なども大事なことだと思っています。地域で子育てを一緒にしていくことを大切

に、今後もさらに充実させていきたいと思っています。 

【いずみの会（上田）】 

 では、「３事業の相互の関わり方や、その他について」です。繰り返しになりますが、

今年度は３事業が仕事や実習などで交差し合うことでそれぞれの事業が充実してきたとい

う実感が今までで一番あります。令和７年度もさらに３事業が一体となっているという施

設の強みを生かしながらの運営をしていきたいと思っています。それにはやはり仕組みよ

りも人であり、人と人とが知り合って一緒に何かをなすことで、こんな相談をしていいの

かなとか、こんなお願いはきっと迷惑だろうみたいな遠慮もなくなってきて、そもそもす

くすく泉に集う子どもたちや親たちのことを考えた上での意見ならば、全スタッフが部署

を超えて意見を出し合えるというような風通しのよい体制で進めていきたいと思っていま
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す。 

 最後に、「地域参加・参画方法」です。私たちは今も泉幼稚園の跡地利用のころの地域

の方たちからの見守りや協力、また時には厳しい目に支えられながら運営してきています。

利用者にもその思いを伝えたくて、「はじめてのひろば」というプログラムで、初めてこ

の施設に来ていただく利用者さんへ、単なる行政サービスではなくて、地域の方の支えで

この施設ができているんだというお話はさせてもらっています。 

 この地域で育ってよかったという子どもたちとか、この地域で子育てしてよかったと思

える方たちが増えるために、地域の温かいまなざしを何とか増やしていきたいと思ってい

ます。そのための活動を大事にしてきていますし、数年前につくった「地域子育て応援マ

ーク」については、先日もそのチャームが欲しいということで地域の方が立ち寄ってくだ

さったり、細々とは続いてはいるんですが、少し停滞ぎみなので、来年度の事業でさらに

広める活動を加えていく予定をしています。 

【いずみの会（種田）】 

 先ほど人件費の関係で説明いたしましたが、いずれにしましても、多くの利用者にご利

用いいただいて、非常にありがたく思っております。ただ、利用料金に全く手をつけてお

りません。今、人件費は上がる一方です。したがって、負担ばかり増えるんですけれども、

これは補助金事業ですので、何とか補助金で賄って、利用者さんに負担を求めるというこ

とではなく、補助金で保育としてお返ししたいという趣旨で考えております。 

 あとは、残った補助金を人件費の中でどれだけうまく運営して、働く仲間が気持ちよく

子どもと接する環境をどれだけつくっていけるか、それが我々経営する側の大きな役目だ

なと思っておりますので、力を尽くしていきたいと思っております。 

【いずみの会（上田）】 

 以上になります。ありがとうございました。 

【勝又委員長】 

 ありがとうございました。それでは、今ご説明をいただいた内容、あと提出いただいて

いる資料の内容につきまして、こちらから質問をしていきたいと思っております。 

 委員の方からそれぞれ質問をいただきたいのですが、質問のある委員の方は挙手をして

いただいて、松田委員につきましては、ご発言で「質問」と言っていただければ指名いた

しますので、よろしくお願いいたします。 

【松田委員】 
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 本当に充実してよく考えて皆さんで取り組んでいらっしゃる様子がわかって、とてもす

ばらしいなと思いました。 

 連携のところで、利用者支援事業とか、子ども家庭支援センターとか、保健師さんとの

連携のところがあまりうまくいっていないように感じました。ここはもしかしたら、すく

すく泉さんよりは、市側の対応ということになるのかもしれないのですけれども、今、子

ども家庭支援センターに移行するということと、地域子育て相談機関という枠組みがあり

ますので、そういったものに指定してもらって、そこの情報提供のところをもう少しやら

れたほうがいいんじゃないかと思うのですが、その辺はいかがでしょうか。 

【勝又委員長】 

 では、まず、実態のところでお答えいただいて、もし必要でしたら市のほうでお願いし

ます。 

【いずみの会（上田）】 

 まず、保健師さんは、今、定期的に月１回ひろばのほうに来ていただいていて、私たち

の相談にも乗っていただいたりという機会はあります。 

 その他、利用者支援事業については、私たちは何かあれば直接子ども家庭支援センター

に連絡をしたり、いろんなところとつないだりということになると思うんですが、今年度

そんなに子ども家庭支援センターからの話も来ていませんし、こちらから特別大きな問題

で相談をすることもあまりなかったかなと思います。そういうのが実態です。利用者支援

事業は、実際何をしていて、どのように利用したらいいかというのは、私たちは正直あま

りよくわかっていないところです。 

【勝又委員長】 

 では、実態について、石川担当課長のほうからお願いします。 

【事務局】 

 子ども家庭支援センター、石川です。よろしくお願いいたします。 

 まず、子ども家庭支援センターのほうの支援として月１回程度、保健師が各拠点を回ら

せていただいて、日ごろのお悩みであったり、利用者のご相談をさせていただいています。

その際に情報提供とか、今年度はちょっとあれですが、毎年度、保健師の講座とか、施設

と連携した取り組みをさせていただいているという状況です。 

 こども家庭センターと地域子育て相談機関についてですが、令和６年度からこども家庭

センターのほうは市として整備しておりまして、子ども家庭支援センターと健康課母子保
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健係という形で、こども家庭センターという枠組みは、機能としてはつくっているところ

です。 

 また、地域子育て相談機関につきましては、現在、利用者支援事業（基本型）実施施設

の３施設が、今、市の３駅圏の中心的な子育て支援の位置づけという形になっております

ので、そちらのほうを地域子育て相談機関として指定をした上で、市と連携して実施をす

るという形で整理をしているところでございます。 

 また、利用者支援事業につきましては各施設を回るということで、そこまでできていな

いところがあるかとは思いますが、例えば拠点会議という形で、９施設全体での情報交換

の場というのを毎月設けさせていただいております。その中で、市も入った上で、今年度、

例えば子育てフェスティバルでの取り組みのご協力とか、全体の防災関係のテーマとか、

そこを一緒にお話し合いをさせていただいているところでございます。 

 市の取り組みとしては以上となっております。 

【松田委員】 

 ご説明ありがとうございました。せっかくⅢ型ができますので、巡回して、そのとき、

たまに聞き取るというよりは、やはり身近な場所が、虐待のケースだけではなくて、ちょ

っと心配というところからつながってフォローするという視点で、もう少し連携したほう

がいいんじゃないかなという感じがありました。 

 これだけなめるようにと言ったら変ですけれども、本当に地域の人たちと組んでつなが

りをつくっている拠点ですので、そこで感じていることがもっと反映されたらいいのでは

ないかなと感じています。引き続きⅢ型の検討もしていただけると、すくすく泉さんも安

心なのではないかなと思います。 

【吉田委員】 

 ご説明ありがとうございました。今年度も新しい試みをたくさんやられて、パパを対象

とした取り組みですとか、高齢者施設を訪問されたり、すごくいろいろな取り組みを工夫

されているなと感じました。来年度も「らららレッスン」のようなものもということを伺

って、すごく充実した内容だなと感じました。 

 例えば一時預かりの定期利用枠のニーズがすごく高くて、争奪戦になっているというお

話もあったと思うのですけれども、先ほどのご説明の中で、補助金を受けて人件費に少し

余裕が出てきたので、組織としても安定してきたとか、あと３事業が交差して連携して、

充実してきた実感があるということもおっしゃっていたと思います。来年度以降に向けて
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いろいろ計画もされているのですけれども、そういう中で、すくすく泉さんとして、もう

少し周りからのこういった支援とか、こういったことがもう少しかなうと、より充実した

取り組みができるんじゃないかなということがあったら教えていただきたいというのが１

つです。 

 あとは、今年度の子育てひろば事業の取り組みの中で、多分ちょっと行き違いがあった

と思うのですけれども、反省点があったというお話もありました。その後、中でもいろい

ろと検討されたということですが、今後そういったことで利用者さんとの齟齬が起こらな

いような形で、どのように取り組んでいこうかというようなところをもう少し教えていた

だけたらと思います。 

【いずみの会（上田）】 

 もう少しこんなことがあればというのは、日々何かいろいろと新しいことがどんどん生

まれてきて、アイデアがどんどん湧いてくる。ただ、そこを実行するのにやはり手が足り

なかったり、どこにつながったらいいかわからなかったりみたいなことはあります。こん

なことをやりたいんだけれども、他団体とどういうふうにつながっていこうか。そういう

ところを相談できるような場があるといいなと思ったりします。 

 アイデアが湧いてくるのは、もちろん今いる利用者さんからのニーズがベースになって

いるので、そこのところは勝手にいろいろな新しいことを考えているわけではないです。

こういうところが大事だと思ってやっている中で、他団体とか、他施設とのつながりを、

アイデアとか、紹介とか、そういうようなことを相談するところはどこだろうみたいな、

そういうときに相談に乗ってくれるとうれしいなと思ったりしています。 

 もう一つは、利用者さんとの関係では、特に私たちは芯としてしっかりとこういうふう

にしていきたいというのはつくっているんですが、例えば親子でひろばに遊びに来る子は

親が見るべきだろうとは思っていません。基本はそうなんですが、親が疲れているときも

ある。発達にちょっと支援が必要なお子さんで、お母さんにとても疲れている様子が見え

たりしたら、今日はスタッフがついて遊ぼうというふうにします。そのときに、ほかの方

への配慮も必要ということ。ここはこういう考えで、こういうふうにやっているんだとい

うのをなるべく利用者さんに伝えようとはしています。 

 ただ、上から目線で、「うちはこうやっているんですよ」と伝えるのはやりたくないで

す。あとは、ルールみたいなものもたくさん貼るのは嫌です。なので、アイデアとしては、

４コマ漫画みたいな漫画にして、預け合いの話とか、私たちはこういう考えでやっている
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んだみたいなところをちょこちょこと施設に貼ったりしています。 

 あとは、初めて来ていただいた方に、うちの考え方みたいなものも話したりしています。

それでもたまに「ほかの施設ではこんなことはない」みたいな声もあったりするんですが、

丁寧にお話ししていくしかないかなと思っています。 

【吉田委員】 

 ニーズをベースにしていろいろなアイデアが湧いてくるというのもすごくすばらしいな

と思いました。そういう点に対して、アイデアはあるけど、どう実現させたらいいかとい

うところの難しさがあるということですが、市のほうでそういったことが相談できるよう

な場所とかは何かおありなのでしょうか。 

【事務局】 

 ひろばのことであれば、子育て支援アドバイザーも巡回しておりますし、何かご相談事

があれば、していただければと思います。保健師も同様に月１で回っていますので、保健

師のほうで様々なご相談、日ごろの相談を聞いているかとは思います。日常のちょっとし

たことも利用者さんからも聞いていますし、施設運営のことは、保健師に直接は難しいか

もしれませんけど、今度、誰が一緒に話を聞きますねとか、そういったつなぎはできると

思います。そのあたり、もしご相談があれば、聞いていただければと思います。あと、子

ども家庭支援センターの地域子育て支援担当のほうにもご相談していただければ、そのあ

たりの運営のご相談について、やれるところはまたちょっとあるのかなと思いますので、

ご相談していただければと思います。 

【いずみの会（上田）】 

 ありがとうございます。 

【吉田委員】 

 仕事の効率化に向けてＩＣＴ化ということをおっしゃっていたと思います。今、学校現

場とかでも、ＩＣＴ化と言う割には、なかなか物理的な環境が整わなくて実現していない

という現状もあったりします。物理的な問題だったり、ハードとかソフトのいろいろな問

題があると思うのですけれども、内容がすごく充実してきていると思いますし、そのアイ

デアも実現させていっていただけたらなと思いました。 

【藤野委員】 

 質問というあれではないかもしれないのですけれども、今お話があった子育てで「ちょ

っと預かって、お母さんが楽ができるかな」というようなポイントは、もしかしたら、一
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時預かりとすごく絡まっていて、一時預かりではないけれども、お母さんもちょっとしゃ

べる時間があって、お子さんも預けたいというところなのかな。お母さんの御用で預ける

のではなくてというところであれば、児童館もお互いに親同士の預かり合いをしているか

と思うのです。 

 それをもうプログラムみたいに１つの企画にしてしまって、「この日はお子さんを見る

スタッフがいるので、お母さん同士でしゃべれます」みたいな「何とかタイム」ではない

ですけど、つくってしまえば、そのときだけ、「クレームが来るかな」というのは、もし

かしたらない。人数とかもあるかもしれないんですけど、それに参加ができますよと。何

かしら優遇されるような日にする。何にもない日にそこだけそれをしていると、「何で？」

と思う方もいるのかなとちょっと思ったのです。 

【いずみの会（上田）】 

 何でもない日にいつもしています。企画としては、土曜日の保育室があいているときに、

「30 分見ていてあげるからゴロゴロしていていいよ」という「ゴロゴロサタデー」とい

うのを今やっているのですけど、そういうところに手を挙げてくださる方と、挙げられな

い、参加できない方もいて、日常的にちょっと大変そうだなと思ったら、スタッフは動き

ますという感じのひろばをやっています。 

 もちろん企画で、預け合いの体験をしようとか、そういうことも大事だと思うので、そ

れは入れていってはいるんですが、日常的に必要なサポートができればいいなと思ってい

るので、ふだんからスタッフだけじゃないんです。きょうだい同士で遊びに来ていて、上

の子は外で遊びたいけど、下の子は赤ちゃんだから中で過ごしたいみたいなときは、スタ

ッフが入って、スタッフが見る場合もあるし、親子同士で、「お互いにどっちかを担当し

てみたら？」という声かけをするなど、そのように日常的に場面を読んで入り込むことを

大事にしている。そういうひろばですという感じです。 

【藤野委員】 

 すごくよくわかります。子どもたちを見ていると、改まったことじゃなくて、どうして

もそういうことが起きるし、その日は機嫌が悪かったり、その日は体調が悪かったりする

ので、そこを囲ってというのは難しいかなと思います。なので、誤解も生まれやすい。逆

に（初めて）来ている方に、「あっ、いつもこんな感じなのかしら」と思われることもあ

るかもしれませんね。 

【いずみの会（上田）】 
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 ひろばスタッフは２名いますので、例えば１人がある親子さんにサポートに入ったら、

もう一人がほかのところに行く。そこで話をして、今の状況の説明をしなきゃいけないん

ですよ。それができていなかったというところで、そのお母さんは声も出せずに悶々とし

ていた。それが後のクレームにつながったというのが多分今回の話なので、今の状況では、

子どもを見ている状況の説明が足りなかったなと思いました。 

【藤野委員】 

 でも、クレームとして上がってきて、そこが発見できたのはすばらしいかなと思うので、

そういう施設なんだというのを、先に広くＰＲできるといいのかなと思いました。 

 あと、さっきおっしゃっていた赤ちゃんを地域と触れ合う場をつくる。そこが私も伺っ

ていて心に残ったんですが、それもこの間、児童館で赤ちゃんのいるお母さんが、中高生

に手を挙げてもらってというのをやっていましたけれども、やった後はすごく効果があっ

た。お子さんも「赤ちゃんてこんなに小さいんだ」とか、「赤ちゃんてこんななんだ」み

たいなのがあって、すごくよかったというお話は聞いています。 

 さっきお祭りとか、フェスティバルとか、そういうところを使おうかなとおっしゃって

いたのですが、それがどういうふうになるのか、もしある程度動いていらっしゃるんだっ

たら、教えていただきたいと思います。 

【いずみの会（上田）】 

 まず、今考えているのは、具体的に言うと、中学校のおまつりにブースを出す話が進ん

でいます。たまたま来年度は縮小傾向だということで、どこまでのことができるのかとい

うのを、４月以降に話しましょうということにはなっています。 

 ボランティアで参加してくれる、親子で行ってもいいよという方を募って、子どもたち

に保育士さんの体験もそうですけれども、妊婦さんの体験とか、そういうようなことがで

きたらいいなという話は何となくしていますが、まだ具体的にどういうものになるかはわ

からないです。 

【藤野委員】 

 そんな感じかなと思ったんですけれども、手を挙げてくれる親子さんも、そんなに多く

なかったようです。やはり心配だったり、感染とか、いろいろなこともあったりで、そん

なにはいらっしゃらなかったと言っていらしたので、何かそういうものがもっと広がると

いい。私たちも地域でそういうのをＰＲして、子どもたちと触れ合う場所が増えていくと

いいかなと思います。よろしくお願いします。 



 - 21 - 

【いずみの会（上田）】 

 ありがとうございます。 

【鵜川委員】 

 鵜川です。いつもありがとうございます。私のほうから経営状況についてお聞きできれ

ばと思います。 

 資料で申しますと、資料４の３ページの「令和６年度活動計算書」を拝見していますと、

法人全体として、先ほどおっしゃったように、いろいろ人件費があったりして、一応黒字

にさせているということです。ただ、これは補助金の関係で、どうしても事業別に見てい

くと、ひろば事業が 100 万ぐらいの黒字で、一時預かりが 18 万ぐらいの赤字です。間接

費の配付の問題はあるんですけれども、全体的に見ると、そういう状況で、いろいろ苦労

された結果だと思うのです。ただ、今度これは 100万円を市に返還しなくてはいけない。 

【いずみの会（種田）】 

 これはルールですので。 

【鵜川委員】 

 そういうルールなので、そこが法人全体の経営と、補助金はどうしても事業別に出るの

で、そこで精算しなくてはいけない。そこがちょっと悩ましいところがある。先ほど一時

預かりの定期利用のほうがすごくニーズがあるので、もう少しそちらのほうに例えば人を

投入して、扱う人数を増やすとか、そういう形でうまく使う。ちょっと難しいかもしれな

いけど、そういう人件費の活用とか、そういうのは可能なんでしょうか。 

【いずみの会（種田）】 

 基本的には、昔ひろば事業で一くくりでしたので、そこのさじかげんが非常にきいた時

代があまりにも長かったんですね。そこがスポンとなくなって、これでやるといったとき

に、一応決まったんですけど、そうは言え、我々は一つ屋根の下にいますので、人が入れ

かわっているんですね。助けてもらったお金を一切負担しないということはできないので、

例えば一時預かりの非常勤の人が保育に入れば、保育が当然負担するというふうに相互で

やり、極力できるようにはしているんです。そこは厳密にできない部分が、ちょっと曖昧

になった部分はあるんですけど。 

 極端な話、上田の給料は、一応施設長でもありますので、そのお金を今まで分担して、

ほとんど保育が持っていたのです。一時預かりが全く持てないので。ただ、今度ようやく

一時預かりのほうが大きな補助金をいただきましたので、一時預かりとして管理責任者の
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上田を賄えるという仕組みになったものですから、その分、保育のほうは常勤を１名増員

できますし、全体でのバランスをとっていくことはできました。 

 余談になりますが、利用者に負担を求めるのではなくて、我々の中の人事を交流させ、

それをどう追求していくかです。それと、我々経営陣は頭が痛いのは、うちでは制度的に

賞与がないのです。賞与をどうやって返すか。いわゆるボーナスがないのです。お金の見

通しがついたら、一時金というふうにして皆さんに返そうという計画でいますので、それ

をどれだけ返すことによって、皆さんのモチベーションにつなげられるかというところに

なりますかね。 

【鵜川委員】 

 どうしても補助金の制度もありますけれども、できれば今おっしゃったような人件費で

還元するとか、あるいは今おっしゃったように３つの部門があるので、そこの配置を工夫

していただくとかして、赤字になったら困りますけど、収支トントンぐらいになればと思

います。 

【いずみの会（種田）】 

 上田のほうで人の交流、職員の動きが非常に活発化しているのを管理してくれています

ので、それを受ける我々としても、「あっ、これだけ行っているんだ」と、それがよく見

えてくるのです。ですから、動いているだけに、さじかげんがしやすいというところは実

はあります。 

【鵜川委員】 

 決して無駄なお金ではないので、有効に使っていただければと思います。 

【いずみの会（種田）】 

 できれば職員に返したいというのが本音なものですから、そういう気持ちでおります。 

【箕輪委員】 

 ご説明ありがとうございました。年々いろいろなことに取り組まれて、毎年すごいなと

思って説明を聞かせていただいているんですけれども、だからこそ、いろいろ状況が変わ

ってくる中で、多分、先生たちも学んだり、子どもたちのために新たに購入したりという

ところで、お金のところを見ると、先生方は外部研修など、ちゃんと研修を受けられてい

るかなということが少し心配です。 

 小規模保育さんのほうが額が少し少なくて、ひろば事業のほうに多くついているという

状況なのかなと思っているのですけれども、交流等でそれぞれ必要な研修を受けることが
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できているかということです。それと、もしそれが難しいという状況であれば、どういっ

た状況で難しくなっているのか。逆に市として支援してもらえるところがあれば、教えて

いたただきたいというのが１点。 

 もう１点が、保育材料費もそんなにすごく多くはないのかなと思っています。たくさん

やっていらっしゃるからこそ、もっとかかってしまうのではないかと思って、そのあたり

が心配になったので、どうでしょうかということをお伺いできればと思います。 

【いずみの会（上田）】 

 まず、研修に関しては、保育のほうは意外と無料の研修がたくさんあって、そこには積

極的に参加していると思います。あとは、キャリアップとかもそうですが、今オンライン

で、ビデオで見られるような研修があって、ああいうので短い時間でギュッとまとまって

いるものは、かなり活用しています。忙しいので、休みの日に研修に行くのもなかなかつ

らかったりする。でも、研修は精いっぱい受けている。うちのスタッフは意外と研修が大

好きなので、参加したいと思って行っていると思います。 

 あとは、年間幾らという形で、研修費の補助制度もあります。外部で有料の研修を受け

た場合は、幾らか負担してあげますよというふうにしています。多分そこで数字が載って

いるのはそちらのほうかなと思います。 

 あと、材料費をもっと使ってもいいのではないですかという話です。 

【いずみの会（大槻）】 

 例えばどういう……。 

【箕輪委員】 

 毎年様々なことを増やされているからこそ、材料費がかかったり、あと、以前伺わせて

いただいたときに、絵本がかなり充実していた記憶があって、その絵本とかも、お子さん

が使うと壊れてきてしまったりして、入れかえたりすることを考えると、材料費というか、

保育教材費をもっと使われないのかなと思ったのです。 

【いずみの会（大槻）】 

 私も施設長が初めてで、その辺があれだったんですけど、来年また常勤スタッフが増え

る。今年は休職した常勤のスタッフがいて、非常勤のスタッフとか、ひろばのスタッフで

結構ぎりぎりで、毎日の保育のことで精いっぱいというのが正直なところでした。でも、

これからは安定して、私たちももっと勉強して、今、子どもに何が必要なのかとか、上田

のほうと相談をしながら、もう少し充実していけたらなと思います。 
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【いずみの会（上田）】 

 来年は食育をやるんですよね。 

【いずみの会（大槻）】 

 そうです。来年は、10 年たって、もう少し給食チームと一緒になって、メニューとか、

あと私たちも乳幼児の食に関してもう少し勉強していきたいなと思います。 

【いずみの会（上田）】 

 食育を遊びに取り入れていきたいと思っています。 

【勝又委員長】 

 質問の時間もそろそろ参りましたが、まだご質問、これだけは聞いておきたいというよ

うなことがあれば。――よろしいでしょうか。ありがとうございます。 

 それでは、質疑の時間をこれで終了いたします。どうもありがとうございました。 

 いずみの会の皆様はここでご退席をお願いいたします。 

＜いずみの会退室＞ 

【勝又委員長】 

 それでは、いずみの会のほうからの説明、委員の方との質疑応答を踏まえまして、補助

事業が適切に実施されているか否か、来年度の事業計画が妥当かどうかという観点から、

ご意見をお願いしたいと思いますが、委員の皆様いかがでしょうか。もしよろしければ、

一言ずつコメントをいただけると助かります。 

【松田委員】 

 とても丁寧に運営をされていて、全国のひろばの中でも数少ない優良なと言ったら失礼

ですが、すごく優良なひろばの１つだと私も思います。いろいろなひろばをたくさん拝見

していますが、地域の方たちがすごくバックアップされているところが見られて、武蔵野

の誇れるひろばの１つではないかと思います。 

 ほかの委員の方がご質問してくださっていましたが、やはり賃金がちょっと低いなとい

うことと相まって、その辺が利用できるような市の配慮もいただけたらというふうに感じ

ました。 

【箕輪委員】 

 今年も本当に丁寧にいろいろ事業を考えられて、来年もされていこうというところで、

今、松田委員からもお話がありましたけれども、私も賞与がないということもお聞きして、

先生方の給与を見たときに、賞与を出して、これだけ頑張ってくださっているというとこ
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ろをどうにかできないものかと思いました。地域の保護者の方を支えていらっしゃるとて

も大切な事業だと思いますので、何らかの形で、市のほうでまた支えていただけたらと思

います。 

 運営に関しては、様々な金銭的なところもそうですし、もちろん内容についても本当に

努力されているということです。私のほうからは、すくすく泉さんの運営についてはござ

いません。 

【吉田委員】 

 私も同じような内容ですが、組織として安定してきたところがすごく心強いなと思いま

した。資料のほうにも、「“実家”のような場所」という記載があって、地域に根づいてそ

ういった場所になっているなというのもすごく感じたところです。 

 ちょっとご質問させていただいたところで、いろんなアイデアが湧いてくるけれども、

どこに頼ったらいいかというところが少し課題であるとおっしゃっていたので、ぜひその

辺を市のほうでバックアップしていただけると、内容もより充実していけるのではないか

と感じました。 

 それから、箕輪委員もおっしゃっていましたが、私も賞与がないということはちょっと

驚いたところで、何らかの手当という形でその辺がつけられるといいんじゃないかなとい

うことも感じました。 

【藤野委員】 

 補助金のこととか、あと各事業ごとに振り分けられてしまうのでというようなご苦労を

お話しされていましたけれども、保育の現場はあまり定規で引いたようにできる仕事では

なくて、さっきもおっしゃっていたように、応援体制の中でやっていらっしゃるというと

ころをすごく感じますので、そこのお悩みとか、そういうのを受けとめていただいて、よ

りよい運営ができるようになったらいいなと思います。 

 あと、利用者さんも、お母さんに限らず、お父さん、おじいちゃん・おばあちゃんとか、

外国籍の方とか、本当に広がっていて、かかわり方も難しくなったり、ご苦労されている

なと思うんですけれども、そこを乗り越えて、様々な豊かな資源を利用しながらやってく

ださっているなと感じます。アドバイザーの方が回っているというのもありますけれども、

またより密着して見ていただけるといいんじゃないかなと感じました。 

【鵜川委員】 

 事業の内容としましては、地域の人々がみずから助け合ってこういった事業をされてい
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るのは大変立派なことで、大変だとは思いますけれども、よくご苦労されていると思いま

す。 

 今ほかの委員の皆さんのご意見もありましたけど、補助金の枠組みの中で人件費を賄お

うとすると、最低賃金ぐらいのものしか出せないということです。通常の保育園ですと、

市としてもいろいろな加算みたいなものをつけていると思うんですが、こういった補助事

業で、人件費の加算的なものが可能なのかどうかとか、あるいは事業の区分です。今、区

分があるので、この事業で黒字だと返還みたいになってしまいますけど、その辺の融通性

が可能なのかどうか、ご検討いただければと思います。 

【勝又委員長】 

 今３つの形態の事業区分でやっていて、小規模保育のところは、市が認定した枠組みで

やっているので、例えばキャリアアップとか、様々な補助金は、そこの小規模保育の中で

は加算ができて、その中の仕組みでやっているのです。 

 ひろば事業の場合は、やはりひろば事業の枠組みになってしまうので、先ほど言った余

剰金が出た場合は、100万まではいいけれども、それを上回る場合は市へ返還する。 

 一時保育もまた枠組みがあって、実は今回「多様な他者との関わり」という一時保育の

枠のうちの１枠を使っているんですね。東京都の仕組みの多様な他者との関わり事業を使

って、それに新たな施設整備の補助と、新たな補助のスキームで、数百万円の人件費が加

算されたという仕組みになっているんです。収入が 1.6倍になったというのは、多様な他

者との関わり事業をやることによって、その１枠で増えた。 

 先ほど鵜川委員からも、そこの枠を増やしたらいいのではないかという話があるのです

けど、実は一時保育の数人の枠の１枠をそこで使っているということなので、全部をそこ

で使ってしまうと、今度、一時保育の枠がなくなってしまうという事情がある。団体さん

も、収入を得るということも含めて、東京都が始めた多様な他者との関わり事業に手を挙

げて、今年度からやっている。定期的な保育になるので、そこの需要が高くて、枠が埋ま

っている。そのような仕組みなので、それぞれの補助金の仕組みとかスキームによってい

ろいろあり、先生も言われたように、なかなか難しい。団体もその３つの枠でどうやって

人のやりくりをしていくか。同じ方が違う事業にかかわったとき、その人の人件費をどう

するかというところがあったりして、なかなかご苦労されています。 

 またそこは各事業、所管も分かれているところもありますけれども、少し団体とも相談

をさせていただく。どういう形でやると、賞与までできる仕組みになるのかというのは、
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団体と所管で少し話をしながら、やりくりするべきなのかと思います。ご意見をいただい

たところは、また市のほうで持ち帰らせていただきたいと思っております。ありがとうご

ざいます。 

 それでは、各委員から様々ご意見をいただきましたが、この有識者懇談会の意見として

は、おおむね良好でやられているというところを踏まえまして、令和６年度において事業

計画に基づいた事業を実施しており、令和７年度について妥当な事業計画が立てられてい

る。そのようなところで懇談会としての意見をまとめていきたいと思いますが、委員の皆

様いかがでしょうか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

【勝又委員長】 

 ありがとうございます。そうしましたら、令和６年度において事業計画に基づいた事業

を実施しており、令和７年度について妥当な事業計画が立てられているという形でまとめ

させていただきます。まとめた意見につきましては、採択・評価庁内委員会に上げまして、

最終的にはこちらの委員会で実施事業の決定を行っていただきたいと思っております。 

 続きまして、次回の懇談会の開催ですが、次回は令和８年の３月ごろの時点で、また今

年度と同じように、現年度の実績と次年度の計画についてご意見をいただきたいと考えて

おります。よろしくお願いいたします。 

 

３ その他 

【勝又委員長】 

 それでは、以上をもちまして、審議が終わりましたので、次第の３「その他」に移りま

す。 

 事務局からお願いしたいと思います。 

【事務局】 

 事務局から最後に連絡事項がございます。 

 まず、本日の議事要録につきましては、完成次第、メールでお送りさせていただきます。

内容をご確認いただきまして、ご自身のご発言など修正すべき点があれば、事務局までメ

ールにてご連絡をお願いいたします。修正を反映した後に、市のホームページにて公表さ

せていただきますので、よろしくお願いいたします。 

 また、本会議の謝礼につきましては、本日この後ですけれども、事務局のほうで回収さ
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せていただきますが、「承諾書」に記載の口座に後日お振り込みをさせていただきます。 

 また、最後に、この会議に関しまして、何かご不明点等ございましたら、子ども家庭部

子ども子育て支援課まで問い合わせをお願いいたします。 

 事務局からは以上となります。 

 

４ 閉会 

【勝又委員長】 

 それでは、以上をもちまして、令和６年度すくすく泉事業有識者懇談会を終了したいと

思います。お忙しい中ありがとうございました。 

以上 

 

 

 

 


